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小型の設計で幅広いラボの用途に対応
MicroLabBox

製品
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dSPACEの全く新しい製品であるMicroLabBoxは、強力かつ高い汎用性を低コスト
の小型システムで実現した、ラボ用のコンパクトな開発システムです。MicroLabBox
は、100を超えるチャンネルを搭載しており、多様な I/Oタイプに対応します。また、
リアルタイムプロセッサと FPGAの組み合わせにより、研究開発に必要な汎用性を
確保しており、制御、テスト、およびデータ取得といったさまざまなアプリケーショ
ンを迅速、容易かつ効率的に実装することができます。

果、大容量のキャッシュメモリとパラレル
I/Oデータバスを兼ね備えた PowerPC
プロセッサが最適であることが分かりま
した。そのため、MicroLabBoxには、
2GHzデュアルコアプロセッサである最新
の Freescale QorIQ P5020 PowerPC
が搭載されており、アプリケーションによっ
ては、15 µs未満の制御ループ時間を実
現することができます。MicroLabBoxに
は Kintex®-7 FPGAも搭載されており、
アクティブなノイズ・振動抑制や、モー
ターコントローラのベースとなる電流コ
ントローラなど、非常に高速な制御ルー
プが必要な用途にも対応しています。
Kintex®-7 FPGAを使用すると、モデル

ング、ロボット工学、メディカルエンジニ
アリング、自動化および自動車エンジニア
リングなど、dSPACEが産学界の各分野
における数多くのお客様と共に培ってき
た長年の経験から誕生した製品であり、
新しいシステムクラスとしての進化を遂げ
てきました。MicroLabBoxは、次の主な
アイデアを実現しています。まず、通常の
ノート型 PCを置く場所があれば設置で
きるようなコンパクトな筐体に高度な処
理能力と高速の I/Oを装備するシステム。
次に、さまざまな機能とソフトウエアを提
供しながら、限られた予算で購入可能な
柔軟なプロ仕様のシステム。さらに、オー
ルインワンソリューションとして既に定評

 MicroLabBox：小型の設計で実現した幅広い
性能範囲

のある dSPACE MicroAutoBox IIの機
能やモジュール型ハードウエアの機能も
多数搭載したシステムです。

閉ループ性能
閉制御ループを高速で実行するための鍵
となるのは、プロセッサの計算処理能力と
I/Oインターフェースへのアクセス時間で
す。さまざまなプロセッサをテストした結

の一部を FPGAに移行してプロセッサ
負荷を軽減し、Simulinkブロックセット
（Xilinx® System Generator for DSP）
を使用して FPGAのプログラミングを行う
ことができます。これらの予備能力は、将
来的なプロジェクトの実現も確かなものに
します。

MICROLABBOX

リアルタイムシステムに求められる技
術的な要件は、研究、開発、教育
など、それぞれの分野で異なりま

す。また、処理性能や I/Oインターフェー
スに対する要求も、特定のアプリケーショ
ンによって実にさまざまです。しかし、多く
の場合、予算と使用可能なスペースは限
られています。特に小規模なプロジェクト
では、ラボで必要になる可能性のあるす
べての機能を備えた高額で大規模なシス
テムを構成できるとは限りません。とはい
え、特定のプロジェクトごとにシステムを
追加購入して使用することもお勧めできま
せん。なぜなら、このようなハードウエア
と関連ソフトウエアの「混在した状態」を
放置すると、結果的にシステム構成が高
額になり、メンテナンスにも手間が掛かる
だけでなく、互換性、アップデート、およ
びトレーニングに関する問題も発生するた
めです。開発者が最も望むのは、既に物で
溢れているデスクでも場所を取らず、幅広
いアプリケーションに対応可能な汎用性
を持ち、できる限り低価格なシステムです。
これを実現したのが、dSPACEの新しい
製品であるMicroLabBoxです。 

MicroLabBox – 比類のないシステム 
クラス
MicroLabBoxは、ドライブエンジニアリ
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図 1：MicroLabBoxの幅はこの図とまったく同じ約 25 cm（9.8 in）です。この写真の製品は、MicroLabBoxトップパネルバージョンです。

強力な利点
MicroLabBoxは、1つのボックスに複数
の高性能な機能を統合しています。 

①  必要なスペースがノート型 PCよりも
小さい

②  プログラミング可能なステータスLED
③  容易にアクセスできる多数の I/O： 
配線が容易な Sub-Dおよび BNCコ
ネクタ付きパネル

④  本体に直接記載されたピン配置情報
（裏側） 

⑤  高負荷モデル用のデュアルコア 2 GHz 
PowerPC

⑥  高速な I/Oやモデルパーツのオフロー
ドが可能な Kintex®-7 FPGA

⑦  自律的なシステムブートを実現するフ
ラッシュメモリ

⑧  センサ電源

製品

詳細は、MicroLabBoxの動画をご覧ください。
www.dspace.com/go/dMag_20151_MLB_E
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⑨  PGI1コネクタ用のPGIインターフェー
ス（今後サポート予定）

⑩  システムステータス LED
⑪  Gigabit Ethernetホストインター
フェース

⑫  Ethernetデバイスへの接続用のGi-
gabit Ethernet I/Oインターフェース

⑬  大容量記憶装置によるデータロギン
グが可能なUSBコネクタ

⑭  盗難防止用の Kensington®ロック
⑮ プログラミング可能なブザー
⑯  最高 50° C（122° F）の外気温で使
用できる低ノイズのアクティブ冷却
ファン

⑰  90 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hzの
動作電圧により、各国固有の電源ケー
ブルを使用して世界中で使用可能

MICROLABBOX
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配線が容易
MicroLabBoxでは、配線の容易性を最
大限に考慮しているため、ラボ内のすべ
てのコネクタは、BNCコネクタやバナナ
プラグなどのようにそのまま使用できる
か、または Sub-Dコネクタのようにわず
かな作業で使用することができます。です
ので、高度な配線が必要な高密度コネク
タや入手が難しいコネクタ形式は装備し
ませんでした。MicroLabBoxでは、初め
ての試みとして、Simulinkの RTI I/Oブ
ロックへコネクタのピン配置を記載してい
ます。これにより、参考資料がなくても容
易にシグナルチェーンを辿ることができま
す。MicroLabBoxには、2つの I/Oパネ
ルバージョンが提供されています（図 2）。

スタンドアロンでの使用
多くの場合、MicroLabBoxはホスト PC
と共に使用されます。ただし、自律システ
ム全体の一部として設置する場合など、ホ

 MicroLabBoxは、高い処理性能と総合的な高速 I/Oを実現する汎用システムとし
てご利用いただけます。

高速 I/Oの同時処理
MicroLabBoxは、100種類を超える各
種 I/Oインターフェースを搭載しており、
多様なアプリケーションに対応します。ま
た、FPGAテクノロジの採用により、正
確かつ高速な I/Oの並列処理を実現し
ており、アナログ信号の同期計測と高精
度 PWM信号の生成を可能にしていま
す。さらに、フィルタリングや信号解析な
どの大規模な I/Oプリプロセス処理タス
クを FPGAにオフロードすることで、リア
ルタイムプロセッサに過度な負荷が掛か
らないようにできます（I/Oインターフェー
スの詳細については、「MicroLabBox：
製品の特長」（39ページ）を参照してく
ださい）。MicroLabBoxは、エンコー
ダやホールセンサ入力などの特殊なイン
ターフェースを搭載することにより、非同
期 3相モーターやブラシレス DCモー
ターなどの Electric Driveを容易に制
御できるよう特別に設計されています。

図 2:ソフトウエア（Real-Time Interface：RTI）でのチャンネル割り当てによる直感的な接続、ハードウエア本体に表示されたピン配列情報、および容易に
アクセス可能な内蔵コネクタパネル。MicroLabBoxでは、コネクタの位置と種類がそれぞれ異なる 2つのバージョンが提供されています。 

今後は SSI、EnDat、およびレゾルバセ
ンサ入力の搭載も予定されています。
MicroLabBoxには、センサ電源も内蔵
されており、ラボ電源などの追加デバイス
の数が最小限になるよう配慮しています。
センサ電源は、12 V固定の電源に加え、
2～ 20 Vの可変電圧も供給します。 

拡張性
MicroLabBoxは、標準 I/Oに加え、拡
張インターフェースも搭載しています。
CANまたは Ethernetを使用すれば、シ
ステムを他のデバイスと結合することが
できます。将来的には、dSPACE PGI1
（Programmable Generic Interface）
との接続もサポートされる予定です。PGI1
を使用すると、リチウムイオンバッテリの
管理や、TWINSyncプロトコルによる LTi
インバータの接続といった既存のソリュー
ションを活用できるだけでなく、ユーザ固
有の拡張にも対応できるようになります。

MicroLabBox（トップパネルバージョン）

MicroLabBox
（フロントパネル
バージョン）

製品
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スト PCなしでMicroLabBoxを使用で
きることが条件である場合があります。こ
れに備え、MicroLabBoxにはフラッシュ
ブートオプションが搭載されています。こ
のオプションにより、フラッシュメモリに
プリロードされたアプリケーションを使
用して電源投入後に数秒でシステムを起
動することができます。また、USBフラッ
シュメモリを接続すれば、これらのアプリ
ケーションから長時間リアルタイムデー
タを取得することもできます。接続した
USBフラッシュメモリは、後で読み出して
解析することも可能です。さらに、プログ
ラム可能なマルチステート LEDにより、
モデルから発せられる警告や動作状態を
MicroLabBox上で直接確認できます。ま
た、内蔵のブザーにより、警告を音声とし
て認識することもできます。 

総合的なソフトウエア
MicroLabBoxは、dSPACEの総合的な
ソフトウエアパッケージによってサポート
されています。このパッケージには、モデ
ルベースの I/O統合が可能な Real-Time 
Interface (RTI) for Simulink®や、ソフト
ウエア実行中にグラフィカルツールでリア
ルタイムアプリケーションにアクセスでき
るControlDesk® Next Generationな
ど、業界で実績のある製品が含まれてい
ます。dSPACEでは、これらのツールに加
え、各種のソフトウエアモジュールを用意
することにより、MicroLabBoxをさまざ
まな事例で使用できるようにしてします。
また、Cや VHDLでのプログラミングを
好むユーザ向けに、プログラミング用の
APIも用意しています。
MicroLabBoxは、ドライブテクノロジ、ロ
ボット工学、メディカルエンジニアリング、
自動車エンジニアリング、およびエネル
ギーエンジニアリングなど、多くのメカトロ
ニクス用途で使用できます。つまり、
MicroLabBoxは、さらなる技術革新を促
進する、革新的な製品です。 

MicroLabBox：製品の特長

サイズ  MicroLabBox（トップパネルバージョン） 
約 310 x 250 x 115 mm（12.2 x 9.8 x 4.5 in）

  MicroLabBox（フロントパネルバージョン） 
約 310 x 250 x 110 mm（12.2 x 9.8 x 4.3 in）

プロセッサ ProcessorPowerPC DualCore 2 GHz
FPGA Kintex®-7-FPGA
I/Oインターフェース n デジタル I/O： 
  n 48 x 双方向チャンネル 2.5/3.3/5 V（シングルエンド） 
  n 12 x 双方向差動チャンネル（RS422/485） 
  n 機能：ビット入出力、PWM入出力、SPIマスター 
 n アナログ入力：
  n 8 x 10 Msps、14ビットチャンネル、差動、± 10 V
  n 24 x 1 Msps、16ビットチャンネル、差動、± 10 V
  n 各種トリガオプション 
 n アナログ出力：
  n 16 x 1 Msps、16ビットチャンネル、± 10 V 
 n モーター制御用 I/O機能（最大 2台のモーターを 
  制御可能）：
  n 6 x エンコーダインターフェース 
  n 2 x ホールセンサインターフェース（インターフェース 
   につき3 x ホールセンサ）
  n マルチチャンネル PWM
  n ブロックコミュテーション PWM
   n 2 x SSI（将来サポート予定）
  n 2 x EnDat（将来サポート予定）
  n 2 x レゾルバ（将来サポート予定）
 n 2 x UART（RS232/422/485）を汎用的に使用可能
 n 2 x CANインターフェース
 n Ethernet-I/Oインターフェース
 n センサ電源：1 x 12 Vセット、1 x 2～ 20 V可変
 n 大容量記憶装置を使用したデータロギング用の 
  USBコネクタ
 n プログラミング可能なブザー
		 n	プログラミング可能なステータス LED
ホストインターフェース n Gigabit Ethernetホストインターフェース
温度範囲 n 0～ 50 °C（外気温）
主要電圧 n 90～ 240 V AC、50～ 60 Hz
MicroLabBoxの n トップパネルバージョン 
各バージョン（図 2） n フロントパネルバージョン
盗難防止 n Kensington®ロック

MICROLABBOX
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